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比
ハ
↓
詐
欺
ヲ
行
三
戎
川
恐
喝
ヲ
九
ン
良
川
弓
川
町
ス
ル
溺

ル
f

八
ア
リ
」
と
さ
れ
と
い
る
c

で
し
て
、

1

〕山んわず

の
羽
ご
は
、
祉
吉
を
凡
W
造
す
る
千
1
1
い
に
つ
い
て
、
次
の
上
、
つ
な
由
加
川
や
析
し
し
い

毛
、
川
T

苫
乙
ノ
代
人
下
、
許
リ
偽
造
/
証
ヲ
以
一
ア
什
二
刷
判
明
ノ
白
山
リ
ヲ
立
ム

u

什
太
-
↓

v
i
¥
苗円
T
F
心

M
I
約
セ
ン
コ
~
ナ
キ
ノ
ミ
ナ

ソ
ス
、
未
タ
乙
ノ
何
人
タ
ル
ヲ
い
川
一
フ
ス
コ
談
話
戸
山
邦
品
ノ
m

同
社
ナ
リ
v

弁
ヴ
ヘ
コ
弔
山
か
鳶
干
タ
ル
為
ヲ
一
ノ
シ
一
一
J

ヨ
夕
、
栄
二
ノ
然
ラ
ハ
乙
ハ
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ス
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又
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小
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リ
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ν

摘
す
↑
人
ヘ
刀
-
7

二
人
会
之
司
F
E
v
T
、ン一一

¥

f
ノ
為
メ
報
ス
ル
一
け
ア
一
フ
ン
人
ス
ハ
然
ド
モ

社
ハ
偽
主
タ
ル
ロ
，

hr明
セ
寸
づ
ル
川
町
刀
一
ブ
ス
一
一
清
7
エd
L
V
L

字

7
h門
戸
ン
実
川
一
口
/
松
、
ン
テ
ム
小
一
一
j

ノ
ヘ
ヨ
ト

3

六
則
之
J

ノj
ノ
ブ
っ
斗
退
テ
且
台
紙
↑

乃
手
本
人
体
名
口
臼
吾
、
ン
松
印
ン
タ
ル
完
全
ノ
偽
手
口
斗
い
」

τ型
円
匂
存
f

を
付
し
た
一

吋

H
I
!
々
ノ
吋
ん
均
口
一
記
人
ス
、

ま
と
別
の

村
斤
一
川
喜
に
お
い
て
は
、
川
河
れ
占
河
川
作
一
て
〆
一
フ
従
前
ふ
一
リ
設
作
n
H旧
/
知
L
J

多
ク
ハ
「
U

町
貸
ノ
類
一
↑
ン
子
育
一
冠
全
一
ハ
プ
川
泣
い
1
叶

パ

γ

状

況

ご

あ
り
、
こ
う

L
た
什
頭
て
の
約
定
慣
行
の
寸
め
に
争
一
川
i

父
々
起

7
0九
人
代
王
寺
一
弘
文
7
3

以
ア
生
一
三
ブ
為
ス
ノ
徒
山
間
体
「
百
三
俳
旬
、
ン
佐
川

J

人
民
ブ
段
附
町
一
人
ル
者
パ
ア
カ
弓
ス
、
対
訟
之
カ
為
メ
}
一
口
い
二
単
一
く
な
る
状
況
が
拘
引
さ
れ
と
い
る
。
そ
与
し
た
状
況
の
表
返
し
と
し

工、
h

f

H

t

去
、
ぇ
呪
一
時
と
あ
れ
ば
確
実
に
訴
訟
と
有
利
と
な
り
う
る

t
い
う
「
休
刊
誌
を
要
廷
気
付
、

1

必
の
よ
う
な
主
誌
な
偽
証
作
を
μ「

門
司
主
4

土門

ぐ
の
約
J

て
月
玖
返

uA稿
走
中
途

C
川
川
相
返
済
す
る
こ
と
に
ん
?
?
し
た
ポ
災
の

み
出
し
た

k
寺
、
之
、
円
れ
心
。
林
]
阿
J
J
山
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右
折
を
め
ぐ
っ
て
争
い
と
な
七
九
賃
金
促
従
事
引
を
と
り
、
め
げ
て
、

い
頭
で
あ
っ
ん
こ
l
L
を
ぬ
貨
と
し
て
世
引
な
茂
併
説 しl)
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九司会」

j
乙
原
↑
代
人
の
十
日
目
に
、

ら一

や
読
み
吹
っ

L
い
る
c

こ
の
「
で
つ
に
、

打
γ

肌
組
の
初
(
巳
の
宇
υ

十円、

ま
止
の
コ
ハ

「
竺
古
代
ゴ
的
な
た
い
一

れ
が
h

子
口
=
な
っ
こ
い
る
!
単
位
い
の
場
合
、
代
人
F
ト
つ
が
シ
の
よ
う
に
応
対
し
と
レ
る
の
か
は
、
半

i

一
一
武
人
物
の
代
人
品
長
引
の
あ
リ
り
を
検
討

す
ぬ
際
門
戸
イ
ン
ト
と
な
る

一j
J
2
1
力
刀
打
ネ
(
士
川
、
字
、
/

i

E仏
門
司

J
1
t

匂

へ
と
り
か
う
一
十
判
明
の
流
れ
の
な
か

j

で
の
代
人
た
れ
，
の
ル
川
で
あ
ゐ

へ
じ
れ
甘

八
)
に
導
入
さ
れ
ど
引
用
制
度
は
、

当
初
は
勧
野
町
圭
を
始
杭
す
る
も
の
と
は
な
か
っ
だ
が
、

次
第
に
出
府
間
司
-2
す
る
忍
川
に
傾
斜

そ
の
州
問
は

ヘ

八

件

1
末
づ

約
解
で
の
市
川
町
円
の
試
み
M
P
不
調
に
終
わ

J

七
も
の
が
判
、
吋
日
よ
っ
て
処
理
さ
れ
、
政
刊
の
坊
で

刑
叫
l
k

十
尚
仰
を
判
断
じ
て
判
品
目
ず
る
よ
う
じ
な
2

ご
い
く
し
仁
え
れ
て
い
る
「

は
も
は
や
布
附
は
試
み
-
ノ
れ
よ
一
ヘ

別
式
に
掲
載
し
た
判

渋
の
う

fJ
多
く
は
、
訪
問
川
の
I

j

小
川
州
を
は
紅
て
判
決
手
続
に
半
円
た
こ
J
を
記
し
て
い
る
そ
し
て
、
そ
の
一
小
河
」
ー
と
は
、
当
事
苫

日
比
ん
の
市
中
怖
を
よ
〈
部
一
雨

に
即
し
た
所
次
の
合
意
が
し
民
lv
し
な
ー
ん
庁
っ
た
明
快

J

合
を
指
す
と
と
も
日

宅
情
」

と

x
r
h
H
い
ま
A
h
h

特
に
金
波
貸
住
訴
訟
の
桜
台
に
一
実
際
に
貨
危
の
郊
が
弁
ケ
ば
さ
れ
、
信
権
者
に
よ
っ
一
、
由
河
川
恒
務
の
民

1

れ

る

済

(

と
な
る
こ
と
が
礼
士
ー
で
慣
持
者
の
弁
済
小
詑
ハ
一
訓
金
」
で
斗
さ
な
い
状
認
)
に
附
り
一
刊
川
」
の
状
態
が
談
社
L
'
Jノ
と
き
を
お
す

こ
さ
れ
て
い
る
、
ぷ
人
出
頭
骨
原
則
y

午
、
い
る
創
肝
子
討
に
コ
い
亡
、
だ
の
制
限

rで
代
人
を
た
て
る
こ
1

)

二
と
か
ら
、
効
市
(
あ
る
し
は
で
れ
以
山
川
二
小
ペ
河
川
)
の
え
陪
か
ら
紛
お
じ
悶
f
7
L
、

コ
i
ぃ
戸
、

J

L
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f
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河
馬
小
川
州
、

主
ん
に
は
パ
ー
詞
の
の
L
T
J
λ

訟
あ

る
い
は
川
執
行
に
移
行
す
る
な
ど
の
経
過
を
知
る
か
れ
ム
の
応
対
の
あ
り

U
も
、
刊
決
原
本
か
ら
浮
か
び
上
が
コ
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、

言、

1
f
ーすて

d

J

d

v

、ft

別
表
の
プ
常
連
を
P
U
提
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
代
八
業
の
あ
り
々
い
つ
い
て
特
術
的
な
点
を
い
心
て
い
く
:
レ
一
に
し
て
つ
口

」

F
m
の
堀
川
ス
ー

後
述
す
る
九
一
州
、
と
同
格
、

F
mも
ま
れ
へ
代
八
と
し
て
持
与
ι
9
品
市
上
作
の
多
く
は
貸
主
将
叶
請
求
仁
川
刈
わ
る
市
上
作
で
あ
る

斗

T
t
d
l
 

し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
そ
れ
ぞ
れ
一
{

家
区
間
以
民
し

件
起
皮
ず
つ

j
p
f
正一
m
U
2
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界
、
抗
告
(
十
一
一
日
宇
代
A

一
支
払
い
、
家
主
一
品
求
、
完
封
会
請
ぷ
、
そ
v

て
、
胃
芸
に
「
質
尚
一
正
裁
が
あ

7
?
と
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、

民
混
と
福
山
日
塁
打
閣
の
転
由
契
約
(
「
込
り
民
一
)

を
め
ぐ
る
貨
品
川
以
同
L
な
と
、
多
ザ
わ
な
ポ
件
に
つ
い
て
代
人
会

L
に
い
る
口
が
特
悦

内
で
あ
る
一

J

そ
の
内
谷
も
、
そ
円
、
一
丁
張
、
い
州
市
判
な
善
説
に
よ
る
保
証
い
ん
年
い
と
い
う
珂

H
で
勝
敗
が
尚
叫
に
決
着
す
る
事
件
い
か
刊
ド

ドト
L
?〆
工
志
川
什
ノ
、

ヨ
作
す
る
争

ιiの
ほ
し
ん
一
戸
f
u
r
そ
う
し
た
確
祉
の
有
拡
む
勺
決
内
帰
路
が
バ
ま
一
リ
仁
い
1
6
A
川
仰
の
陽
台
2
は
礼
詔
ぬ
で

あ
る
u

市
子
科
十
の
綾
M
F
さ
、
多
い
慌
1
h
r
b「f
て
、
こ
れ
ら
べ
の
河
つ
を
通
じ
ご
そ
れ
な
り
の
技

E
-
能
川
を
ん
く
わ
え
る
こ
と
に
な
っ
た

む
あ
ろ
う
こ
と
は
、

代
六
人
と
波
り
ム
口

J
J

て
務
訴

L
C
い
る

山川
J

こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
、
っ
、
た

へ
市
上
件
M
M

、

控
主
仲
市
川
旧
活
一
で
も
、

だ

小
内
料

(dhr一
為
が
認
め
ら
れ
る
者
証
の
1

均
力
が
争
わ
れ
た
事
件
犯
で
は

紋
土
門
代
へ
の

F
此
め
で
扶
は
や
キ
佐
川
引
で
あ
る
し

円
乍
判
ー
い

主
〈

J
H
:
J吋
1
7
L

(
叩
第
一
号
乱
)
、

そ
の
後
内
全
丘
、
ー
し
円
の
巡
治
を
交
け
た

/
い
第
一
「
す
乱
円

交
官
小
吋
此
〕
か

、J
品、
J

J

b

ず

み

4
4

う
た
た
止
、
返
済
請
求
h

泣
人
ど
と
い
う
も
の
で
あ
る

3

そ
し
て
、
上
記
郎
返
済
う
行
わ
れ
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刊
の
主

l

賦
で
分
剖
γ
呪

fλ
出オヲる

F

」L
P

が
合
意
さ
れ
丈
刀
じ
%
、
っ
か
が
争
い
と
な

7
r
v
同
院
に
は
、

時
怖
を

ー
す
る
よ
λ

な
分
割
庄
一
済
ぢ
r八
が
一
調
」
の

!
J
r

て
コ
十
F
J

ノ

F
E
v
i
t
-
-

J

て
ー
ニ
ム
り
れ
た
、
」
ト
に

別
ぷ
に
諮
問
し
た
什
民
会
氾
治
請
ぷ
ihu
件
の
多
く
に
お
い
て
は

M
Pん

r
f
I
4
f
ぺ
J

1

r

t

A

j

M

f

ョ

勧
刷
市
川
汁
に
お
い
て
も
債
務
の

部
弁
問
主
一

こ
ま

む
つ
子
上
で
延
納
を
九
川
白
川
す
る

A
時
の
多
く
の
ヰ
行
)
、
残
債
は
分
割
弁
刊
が
と
す
る

例
え
ば
い

戸
別
表
の
ワ
仰
の
事
件
小
川
・
幻
や
、

m
m
v
F件
H
M

・
日
)

士
ど
の
事
山
の
を
~
泌
が
/
れ
わ
れ
一
、
い
る

t
う
で
あ
る

み
訟
で
は
、
事
削
の
勧
抑
炉
内
外
L
お
け
る
そ
う
了
た
安
法

C
灯
台
育
の
有
畳
一
が
争
わ
れ
て
い
る
。
本
事
品
も
そ
れ
ド
可
州
市
w
」
ず
る
。

V

ご
し
、
原
山
代
円
人
の
上
技
は
、

V
-

刊
拭
に
よ
る
分
布
広
済
の
ん
じ
協
は

L
て
い
な
い
、
と
い
う
も
の
と
あ
り
、
乙
川
市

J
H
ヲ
サ

f
r

一
司

jLt

Jq
ブ
心
不
向
快
い
な
花
為
を
出
刊
治
J
q
b
o

ず
な
わ
九
一
其
乙
第
壱
号
乱
ハ
内
ハ
ム
立
姶
円
ノ
受
取
証
一
一
ン
一
フ
其
仰
残
全
年
ぷ
ノ
約
点
セ
シ
コ
ト

相
之
仙
沼
ル
一
一
之
一
住
五
日
寸
ル
コ
一
/
γ

ワ
テ

ノ
議
ハ
毎
年
金
拾
円
宛
ド
ノ
ー
ん
乍
ア
レ
ト
E
其
筆
努
芸
作
ー
ペ
ニ
呉
枚
一
ン
一
ヴ
ヘ
ヱ
ク
人
選
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一
一
一
同
ル
コ
ト
一
五
時
町
駅
サ
リ
是

ν
被
告
方
後

uuパ
市
一
一
ン
ア
原
込
ノ
量
平
一
関
知

F

〈
ル
円
札
制
ニ
ハ
U
L

山之

ν

「
午
、
八
円
意
の
存
右
ι百
五
定
し

J

F

レ

P

一、
-

J

l

、
4

W
ん

41
前、

一才

11メ
ー
マ
+
ト
;

一
部
弁
出
し
た
と
き
に
分
割
弁
掃
の

~
~
ζ

は
砕
か

波
L

門
は
胤
一
一
と
説
絞
め
四
刊

vmで
あ
け
、

て
あ
り
、
そ
の
後
ぞ
の
ま
ま
吋
ー
が
経
過
し
た
が
、

同牛「ふり
M

L

U

1

午
節
さ
せ
証
/
仰
主
同
紛
失
セ
、
ン
-
T
J
史
二
一
一
辛
口
認
メ
に
六
L
ト
ノ
求
メ

日一山
j
f
ハ
先
制
一
一
基
点
却
乙
川
市
長
号
証
-
均
一
ヘ
L
交
取
一
J
4
Y
}
品
刊
す
|
|
筆
者

J

ト
安
宅
止
ト
ヲ
取
邑
更
二
被
古
口
)
ノ
市
治
去
号
証
一
ブ
音
認

メ
ヲ
ハ
タ
ル
次
知
子
ン
ア
本
訴
金
ハ
じ
一
と
が
仰
を

5
1凶
川
一
言
ニ
依

約
ア
凡
そ
ノ
ト
1

んJ
いi
八信行字国一一
'

h

フ
み
勺
、
訓
ア

L
ト
モ

之
レ

L

刀
筆
惑
星

F
ノ
呉
ナ
ル
釦
L

パ

ノ
当
持
更
-
一
心
付
力
ス
仲
以
内
j

モ
リ
半
「
ノ
成
立
ニ
ン
チ
枝
川
U

カ
汗
易
一
一
以
走
、
ン
持
へ

ι

山
幸
二
ア

ブ
ヘ
全
ク
一
品
川
U

ノ
川
清
一
一
辺
キ
ス
」

J
訪山汁
y
J
Z
G

判
決
は
、
交
取
証
に
付
L

L
だ
作
脅
さ
d
J
L
合
同
し
た
の
じ
一
め
れ
ば
な
ぜ
そ
の
l
L
J
Z

問
団
ん
十
円
の
押
印
を
求
め
な
か
っ
た
の
か
、

あ
る
し
は
涼
一
J
主門
J

号
、
広
川
口
が
扮
L
P

ハし、

そ
の
4
1

門
主
改
め
を
求
め
た
し
Z
G
Y
U

包
帯
、
ぎ
に
Hm
ワくい即日

拾
の
史
改
を
な
げ
一
求
め
な
か
た
の
か
が
不

μ然
ご
あ
之
と
し
、

竹
山
庁
什
は
の
詰
ぷ
が
認
め
ら
れ
た
っ
書
誌
作
為
の
官
、
析
は
不
即
時
ず
で
は
あ
る

バ
、
一
ゴ
し

!

一

同

地
ん
、
山
一
氏
伎
復
ん
叩
舟
」

の
お
摘
を
想
起
さ
寸
ヲ
令
市
川
件
で
あ
る
こ
と
は
行
え
に
き
な
い

J

九ノ

d
J
L
G
J
Rこ
1

弘、

J
H
U
ρ
ソ

L
M
F
/

-
記
〕
長
K
I
、

J
ハ
!
い
〈

y
f
1
1

川
民
会
の
返
済
請
求
に
M
W
7
Q

事
け
が
1
つ
干
合
占
め
る
こ
ノ
も
に
、
間
安
裁
判
所
で
の
ム
デ
荷
へ
れ
令
請
λ
一
ポ
件
ご
肖
り
が
口
一
品
川

ぷ半ア
J

リ
原
よ
け
に
な
る
埼
λ

甘い
f
ほ
1
f

ん
♂
で
あ
一
リ
、

そ
れ
ら
は
ず
べ
て
勝
点
し
と
レ
之
M
U

地
ト
勺
で
、

波
二
代
人
と

L
て
は
、

1': 

一
件
が
貸
金
活
治
請
求
事
刊
)

い
つ
い

J
L

一

敗

L
C
い
る
ラ
ま
ず
波
パ

f
ー
、
人
と
な
叶
し
す
べ
て
限
必
し
と
別
式
中
の
事
件
F
3
7
、

の

)
2
ぞ
ま

l

l

v

i

 
町
古
か
に
円
力
貸
金
J

江
川
請
求
に
対
し
ぐ
い
ん
内
の

部
を
活
バ
出
し
川
用
組
広
済
の

ru
期
を
八
日
R
し
た
、

述
宮
捺
却
し
た
が
込

廿
巾
笥
叫
が
口
を
品
円
、
う
も
の
と
は
な
い
、
現
在

1

説恥

で
さ
な
い
の
で
返
済
廷
は
4
求
め
る
、
な
ど
の

L
て
い
八
九
判
決
で
は
了
、
へ

ど
認
め
ら
れ
ず
一
以
f
f
L
C
川
る

f

そ
し
て

μ
ら
原
告
と
な
J

て
い
る
事
件
G

i
却
な
ど
の
判
決
で
は
、
治
に
、
科
ハ
土
円
か
ら
出
さ
れ
た

記
の
ほ
ふ
れ
す
べ
て
古
川
出
げ
ら
れ
勝
訴
し
て
い
る
、
あ
た
か
も
、
被
告
代
へ
と

L
て
心

に
、
は
ん
が
ぷ
土
門
r
一
な
っ
た
と
き
の
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-
古
川
力
く
〆
}
い
、
ぺ
か
け
も
「
手
続
;
管
)

や当ア一世]一?ん
}L
か
の
Lιλ
ノー
L

J下ス

」
の
亡
、
に
閃
+
史
し
て
、
平
件
引
の
刑
事

J

件
の
利
次

や
ω見

r
、お

P

三
つ
}

こ
れ
は
貸
金
催
促
ノ
一
誌
で
あ
る
が
、
被
苫
の
艇
は
況
の
湿
り
ご
あ
る
、
一
亦
外
A
は、

八
へ
四
年

〈
明
治
ヱ
ハ
川
中
、

被
止
つ
の
?
人
に
け
川
し
仁
、
金
五
円
仙
川
屈
の
ヘ
L
借一
λ

証
言
取
一
閉
山
の
効
能
川
を
庁

L
Jり
7
た
っ
州
祉
者
は
、
当
防
訴
外
ち
が
引
持
す
る
と
こ
λ

で
あ
h

、
日
が

Aγ
対
す
る
万
円
の
ん
同
人
ム
uR犯
の
向
山
師
ん
A

M
州
い
山
、

為
取
替
祉
を
な
け
川
県
一
っ
た
れ
一

U

二

制作
1
六
月
四
い
ね
併
が
す
一
い
、

」
で
八
郎
が
ほ
持
と
し
て
登
場
す
る

決
ハ
ル
ニ
其
川
引
い
川
チ
六
戸
ハ

U
一
一
日
中
柄
引
「
九
侃

ハ
十
?
幻
解
制
ノ
仲
裁
ご
切
ハ
リ

B
カ
f

川
崎
ス
ル

託
金
川
ヲ
収
民
、
ン

A
ヘ
相
、
辻
、
ン
祉
斉
取
民
ノ
H
M
解
知
ハ
識
不
プ
リ
ケ
ル
ヲ
以
一
ア
H
ハ
際
ぷ
土
門
ヨ
リ

R
U事
?
カ
民
ハ
版

F
ま
け
寺
ヲ
誌
J
A
F

ツ
ル

一
什
之

L

一
若
々
什
長
印
ス
ヘ
ク
、
ノ
ユ
市
求
二
従
ピ
判
心
「
ク
中
一
守
一
証
日
ピ
ム
第

J

祉
ヰ
ト
門
寺
ノ
通
洋
-
/
吾
回
一
円
い
分
北
ピ
ト
六
/
げ
人
《

ヲ
4
1
H

コ
ル
ン
山
門
介
名
下
一
↑
ハ
持
内
一
:
吋
ン
岸
山
ヘ
相
波
シ
タ
ル
壬
夫
名

l
ノ
印
ハ
押
ふ
』
ケ
ン
コ
ー
川
之
七
!
一
之
事
ド
一
マ
ル
ヲ
以
一
ナ
原
山
ヨ
リ

卜!;J;'-.'c可期J"(手判決ぬ京;あバコれ行代人

全
化
で
ン
コ
ー
、
宅
モ
呈
之

-vHFmAノ
訴
求
一
一
ハ
応
、
ン
難
ク
一
五
々
穴
弁
ス
F

筆
者
中
括
弧
内
は
筆
石
、

L
ん
の
お
叫
は
皆
川
崎

γ
r
¥
」

川つ2υ
 

2
 

9
 

Q
U
 

A
q
 

n
d
 

p
h
 

山手法人4
 

UP 

淀
川
じ
が

JA外
ヨ
に
争
点
波
7

r

h

f
代

H
J
二
の
一
此
書
九
f

位
、
工
一
で
み
る
訴
外
八
い
か
返
還
す
る
土
う
に
比
一
め
て
き
た
際
に

A
n一J
何
で
の

つ
ま
り

討
肝
J

ャ
「
仲
法
」
し
た
乙
「
る
八
込
山
小
川
が
な
貝
場
す
る

J

そ
し
て
討
が
の
済
口
日
入
に
必
要
だ
ユ
し
て
い
悦
じ
に
署
名
、
}
捺
印
を
1

ブ
た
書
而
幸
一

全
一
か
セ
、
ぞ
れ
を
本
刊
の
件
季
節
求
の
吐
い
訂
に
ι
1
i
d

て
上
げ
、
訴
、
え
た
と
す
る
の
で
あ
る

こ
れ
ド
汁

ν
て
ん
泌
は
ん
ぺ
の
」
う
に
述
べ
る
コ
「
安
一
品
全
員
川
町
ム
出
十
三
咋
六
万
五
円
七
B
3
7
被
百
八
証
ム
一
明
チ
民
ス
際

μ
テ
日
立

1
J
被
告
ハ
ヘ
己
川
会
ノ
汗
授
ア
j
グ
凡
J

ノ
川
川
一
ア
一
点
金
返
治
セ
サ
レ
ハ
証
書
モ
亦
返
一
見
ス
ル
能
ハ
ル
リ
ル
凶
円
咋
J

ル
一
↑
川
被
告
ノ
依
町
駅
二
泊
、
ン

円
分
ヨ
パ
リ
f
4
1
N
h
l
銭
一
か
れ
F
C
コ
一
川
ノ
ヘ
す
ス
円
↓
ア
貸
災
ン
向
ホ
伐
八
4
ア
ー
ル
ニ
ノ
」
第
弐

E
叫日
7

被
パ
U
3
4

け
R

へfTh託
、
ン
ム
円
分
ヘ
ハ
川
T
iす

1
4

ヲ
一
公
一
取
川
証
主
回
収
一
区
ノ
訪
問
一
切
パ
品
川
リ
成
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ピ
は
反
駁
ス
ル
一

の
で
あ
る

f

つ
ま
り
、

A
川
は
、

A

R

山
の
勧
筒
り
を

る
必
田
久
市
v

あ
り

北
川
午
さ
せ
る
h

め
円
、
以
川
の
被
作
日
山
の
金
裁
の

そ
れ
を
山
て
芯
、
ソ
ム
た
の
だ
乙
反
論

L

ィ、



の
官
会
請
求
の
辛
口
ィ
ァ
V
は
そ
の
た
め
に
被
乙
が
作
成
し
た
も
の
ふ
7

1

こ
ν

た
f

判
決
は
、
「
波
比
一
川
ヨ
リ
原
'
〆
時
八
%
」

J

「甘ん+ど一陥
1
ノ
ロ

ι

号
証
ヲ
斗
十
人

L
タ
)
ト
ノ
欧
述
ハ
い
し
い
一
県
無
託
ニ
オ
マ
る
と
し
、

1
j
、

1
4
1
 

内
行
、
ト
八
ー
へ
の
署
名
捺

J

イ
に
お
い
と
す
べ
て
吋
叫
ん
円

L
、
い
る
ぷ

i
、
A
川
仰
の
仁
木
保
争
認
め
?
の
で
あ
る
。
呉
N
仰
は
も
ち
ろ
ん
天
間
引
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
も
、
上
主
一
地
力
派
察
使
復
命
音
」

の
糾
弾
す
る
代
人
の
手
法
を
見
て
と
り
、
林
尽
の
不
峻
す
る
「
=
J
H
代
円
切
な
奥

い
一
を
認
め
る
こ
と
も
7

ハ
円
寸
断
じ
は
な
い

U

一
得
叫
ん
目
玉
三

グ〉

政
的
一
じ
し
め
コ
た
こ
と
、
ま
た

よ
う
な
け
頭
の

仙
川
町
-
そ
れ
に
先
行
す
る
一
不
談
も
八
パ
め
て
)

の
段
砕
か
ら
一
パ
何
故
人
と
川
、
っ
形
で
明
月
十
7
す
る
な
か

f
¥
4
M
W
が
そ
の
訴
訟
の

札
刊
手
告
と
川
町
ぶ
べ
き
技
量
・
能
心
一
一
壬
役
得
発
同
伴
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

l
分
相
r

後
L
1
ゐ
と
こ
ろ
で
あ
る

3
J
F
仰
の
湯
川
〈

F
mは

代
人
の
あ
り
方
と
し
と
、
胡

高
、
と
り
わ
け

A
附
シ
は
相
当
呉
な
る
よ
う
で
あ
る

J

ま
ず
代
人
と
し
て
陀
与
し
た
事
刊

は
、
貸
金
あ
る
い
は
預
金
、
十
U

指
令
し
ぺ
い
っ
た
金
銭
返
済
誌
求
引
件
は
中
心
的
で
は
な
く

事
件
↓

4

t

-
一
一
ひ
一
川

m
-
m

山
川
乙
、
ま
た
、
そ
、
7
4
~
事
刊
で
あ
〉
て
も
、
家
計
何
百
怯
な
と
の
説
官
な
人
間
同
係
の
な
刀
で
丘
三
少
人
紛
争
ヂ
多
い

こ
L
ム
つ
ご
コ

-
1
J
L
f
v
J
 

い
て
の
勝
訴
は
世
な
い

む

L
ム
ソ
、
代
人
と
し
て
の
治
的
は
、
川
地
の
山
口
円
以
し
特
約
付
主
主
、
に
関
わ
る
田
川
戸
内
し
丙
求
ポ
件
、
「
~
の
共

L
U
山
林
い
凶
わ
る
事
目
、

が
…
い
で
あ

柏
町
山
一
講
じ
凶
わ
る
一
一
事
v
r
H
4

〆
の

の
人
的
問
係
あ
る
い
は
い
刊
誌
司
の
幼
与
の

そ
の
日
次
総
人
の
範
閣
は
、
岩
佐
す
る
現
存
の
1

人
阪
肘
凶
川
副
川
む
均
の
狭
い
範
司
に
喰
ら
れ
と
い
る
〉

二
円
、
つ
れ
，
、
げ
い
口
ず
べ
き
珂
ワ
事
件
は
、

お
}
口
事
件
で
あ
ふ

υ

こ
れ
ん
は
、

y
m
μ
口
住
近
郊
の
線
数
の
村
の
間
ご
生
じ
た
共

h
山
林

の
1
門
戸
を
め
ぐ
る
一
辿
の
紛
争
で
あ
る
巳
そ
の
中
心
と
な
る
事
件
は
刊
と
そ
の
作
討
議
で
あ
る
日
で
あ
フ
Q

U

ヤ
件
の
協
同
民
は
幻

F
の
通
り
で
あ
れ
M

G

川
小
如
何
山
門
戸
い
注
の
原
川
口
二
名
と
役

E
Y
N
ヱ
ヘ
奴
府
島
郡
山
門
」

と
の
間
一
い
、

Y
村
γ

ハ
有
の

山
林
川
却
契
約
が
締
結
さ
れ

f
1
1
 

守

t
q
b

村
内

y
s
Y
に
刻
し
て

F
W令

〔

れ
七

c
mパ
lh締
結
に
当
た
っ
て

子
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委
任
状
や
波
L
/
C
-
ν
か
し
、

vu
・
1
】
は
共
右

μ
林
山
ん
却
に
必
要
な
一
r-
門
会

μ

七
ハ
の
辿
山
仰
や
定
め
ず
二
八

一
戸
分
の
述
印
の

委
任
状
で
契
約
衿
誌
を
む
お
う

f
X
J
た
め

ハ
一
か
わ
が
裂
約
料
令
委
任
を
取
り
消
し
た
が

ぞ
れ
に
も
か
か
わ

Y
村
山
の
連
印
L
A

戸
円
イ
リ
y

、
1

・
1
一
は
初
人
約
締
山
社
会
一
仁
づ
ιTV

そ
の
、
h
r
A外
A
村
か
ら
河
共
何
山
林
に
去
配
権
が
あ
る
い
一
し
て
故
防
が
中
〕
立
て
ら
札
、

原
止
つ
は
契
約
を
解
怜
し
、

Y
-
V
Hをム
v
r
y
H刊
六
♂
名
に

f
引
J

J

三
つ
の
円
の
込
金
と
摂
古
川
州
川
原
じ
五
円
、
刊
を
請
求
し
れ
J

O

判
久
で
は
、
必
外

A
H刊
の
い
以
降
巾
リ
ー
で
い
上
り
Y
H刊
は
委
任
を
取
り
消

L
た
こ
と
、
日
川
人
約
削
除
に
沖
、
っ
制
古
院
前
等
の
革
法
事
頃
を
研
一

約
条
却
に
加
J
F
G
m
いは

y
，

γ
一
は
必
ず
Y

M
灯
台
忘
を
作
る
こ
と
が
を
任
伏
に
引
載
さ
れ
て
い
ゐ
に
も
市
か
わ
ら
ず
、

Y
ら
は

Y

村
正
山
の
承
諾
無
し
に
円
い
則
三
刊
に
慢
出
民
慣
れ
浜
市
(
を
入
れ
た
こ
と
、

な
と
か
ら
、

Y
村
~
一
は
撰
主
川
町
償
義
務
4
h
恒
い
と
し
、

専
山
内
的
に

v
h
y
が
契
約
を
弘
め
た
こ
と
が
明
う
か
で
あ
る
の
で
、

F
刊
主
の
返
送
と
飢
界
一
郎
川
市
街
人
-
1
A
O
h
O
H
め
た
払
を
v
h
y
に
命

じ
た
ゥ
十
嵐
H
L

川は

Y
判
の
掠
虫
口
比
八
川
町
?
ト
ベ
務
が
認
め
ら
札
な
か
つ
ら
い
れ
一
シ
に
つ
い
て
件
訴
し
た

控
訴
畠
で
も
Y
U刊
仁
一
日
憤
兵
務
は
認
め
人

卜!;J;'-.'c可期J"(手判決ぬ京;あバコれ行代人

れ「、

さ
り
に
原
容
の
v
ヶ
vu
に
汁
し
て
加
害
杭
船
長
田
を
命
じ
る
川
市
ヘ
バ
J
O
取
川
代
卜
さ
れ
、

7
付
主
の
返
還
の
み
M
J

原
出
に
1djぬ
円
れ
た

F
m
ば

山
古
代
人
と
、

J

て
の
E

司
令
日
で
弔
4

件
に
院
i
J
〕
て
い
る
が

j
)
止
ん
で
土

1
:
:
 F
聞
が

Y
は
じ
よ
る
共
有
U
林
売
以

Y
川刊の

+
d
l
こ
J

y

、

L
j
L
7
r
f
¥
 

同
信
ど
の
史
的
締
結
に
関
わ
る
γ
f
v
u
へ
の
委
任
状
を
起
古
し
た
こ
シ
C

れ
て
い
る
(
「
其
喜
由
ハ
ぬ
告
代
人
タ
ル

Y
一
一
行
が
賠
償
義
侍
を
免
礼
る
上
で
ボ
イ
、
J

ト
に
な
っ
た
の
が

m)
カ
起
古
一
係
ル
モ
ノ
一

「d
(

契
約
解
除
の
山
崎
八
け
に
は

/
契
約
喜
一
プ
寝
ス
吋
ハ
授
れ
苦
一
一
協
士
市
ン
手
之
内
叩
ヲ
ム
ス
ク
ル
一
一
非
サ

1
ハ

ロ
視
で
更
償
ト
シ
一
ア
金
門
司
杭
波
ス
』

ハ
立
ケ
ル
一
、
と
h
r
一

Y
-
Y
仁
伝
え
ど
そ
れ
を
委
作
状
仁
ま
け
さ
込
ん
で
い
た
こ
と
じ
あ
っ
た
。
こ
の
点
て

F
m
が
契
約
締
結
過
紅
人
体
仁
川
1
7
L
にい

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
ρ
旬、

Y
村
民
主
μ

円
八
の
連
却
が
な
い
こ
と
が
刊
一
叫
し
、
ま
に
、
判
山
林
の
支
配
慌
を
↓
下
一
民
ず
る
球
村
か

ら
の
小
浅
か
ら
の
故
部
中
立
亡
が
出
、
一
れ
f

こ
の
比
率
申
す
で
に
よ
り
記
売
買
が
柄
引
也
ず
る
こ
と
に
な
品
。
法
廷
む
の
決
持
と

L
て

は
ド
下
件
リ
と
刊
い
ず
あ
り
、
代
人
と
し
て
附
片
ナ
ゴ
指
主
日
時
演
を
め
ぐ
と
件
訴
審
の
終
3
4
判
決
ま

r、
代
人
r
一
し
て
法
律
事
荷
ヰ
一
処
却
し
、 ム{
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ま
た
法
廷
で
は
代

=7へ
や
代
間
人
こ
す
る
相
子
方
こ
液
け
九
円
う
な
ど
、
そ
の
浅
草
'
位
一
刀
は
同
か
っ
た
、
と

tL 

L
Lヂ
}
な
が
ら
、

y
mに
も
そ
う
}
た
内
い
は
量
・
ル
ル
4
7
r
u
f
裏
淡
の
「
一
向
日
日
刊
↓
門
的
な
ド
人
い

を
吠
じ
さ
せ
る
行
弘
が
あ
る
こ
ど
も

だ
た
さ
き
な
い
)
事
引
G
七千」昆て

同
事
刊
の
概
要
は
以
の
通
り
で
あ
フ
川
一

rt
告
は
、

民
一
応
し
特
約
ノ
U
で
同
地
を
原
ー
に
売

却
L
7
フ
?
と
と
も
に
、
引
き
伐
さ
町
み
し
め
刊
で
小
作
契
約
十
的
対
し
と
い
た
と
こ
ろ
、
原
告
に

m
u
R
Lを
請
求
す
る
こ

2
に
な
っ

f
o

手
}
れ
に
対
し
て
原
牛
口
は
、

被
円
に
小
作
料
一
の
滞
納
苛
の
f

、
主
主
刀
あ
っ
ん
、
}
と
を
理
由
じ
山
川
民
し
を
仲
み
、

訴
訟
と
な
っ
た
が
、

山
い
被
告
の
川
貝
戻
1J
を
認
め
る
判
決
が
卜
さ
れ
た

こ
こ
か
ら
が
事
件
G
で
あ
る
が

ほん以口は

川貝
h
k
し
が
ほ
性
之
・
J
パ
行
き
れ
た
段
ur

か
ら
最
終
酌
に
地
本
の
夕
刊
韮
弘
幸
門
換
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
品
川
問
に
つ
い
て
の
小
作
叫
持

λ
弘
、
っ
J
う
清
求
し
れ
八
の
で
あ
る
〈
判
決
で
は
支

ぷ
義
一
昨
心
は
並
:
ー
と
し
て
被
丹
が
勝
訴

L
た
が
、
間
授
は

F
仰
の
口
動
で
あ
る

f
双
方
の
、
一
し
長
を
合
わ
せ
る
と
以
下
の
よ
う
ご
め
る

f
y

m
は
ほ
市
十
件
の
前
提
と
な
っ
た
向
日
長
し
詰
求
事
引
に
お
い
亡
、

被
古
の
代
人
と
な
り
、

上
コ
出
口
氏
し
の
執
行
を
収
り
M
M

っ
た
う
、

ご
も
な
お
口
峠

ν
を
さ
せ
と
く
な
い
F
M
出
は
、

F
m
に
川
口
一
刊
で
波
山
仁
平
淡
す
る
よ
う
に
j
波、
ν
た

J

こ
れ
に
よ
り
、

町ハ
l
け
は
不

ヘ一叫が成
J

U

V

P

た
と

L
E
R
7
d
、
被
告
は

F
m
か
ら
の
ん
1

一
川
歩
一
恒
否
、

J

た
し
人
抗
弁
〕
、
ー

}
て
阿
山
す
件
げ
に
訴
訟
41γ

引
す
る
こ
と
に

入
品
〕
ナ
二
一
削
は
、

mHEか
ら
の
一
小
談
仲
介
の
依
頼
は
、

。
。
川
は
小
談
を
す
る
こ
こ

上
忠
一
口
に
し
の
執
ノ
勺
僚
の
ミ
ソ
で
あ
り
、

ロ巳

の
手
滋
料
=
し
て
受
け
は
コ
た
5

4

け
一
~
あ
る
と
で
で
娠
し
た
の
一
γ
あ

2

心
こ
こ
こ
に
は
、

々
万
引
代
人
業
務
を
ノ
打
い
な
が
ら
、
そ
の
m
y

え
待
が

終
了
す
る
が
し
な
い
か
の
微
妙
な
時
期
に
、
桔

T
方
の
一
不
談
六
人
持
を
引
き
受
け
、
手
数
料
を
一
三
泊
す
る
と
い
)
レ
た
た
か
さ
を

F
A
ニ

と
が
む
き
る
。

。→-
i['.山

4 ゃ

(j' 

jユ

明
治
後
ド
慌
に
幻
L
て
も
な
れ
れ
一
司
弁
詰
」
と
し
て
の
出
動
が
砕
認
ナ
じ
さ
る
一
名
に
一
ツ
い
て
、

か
れ
ら
が
関
与
し
た
件
f
川

最
終

( pJj人 H、学)fi;:i勺</1--170) DUυ 〆201:L111 
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前
期
の
い
は
#
ア
刊
は
れ
U
4
の
件
聞
を
ノ
れ
い
、

か
れ
ら
の
明
治
前
期
に
お
け
る
代
人
ご
し
戸
、
の
込
到
の
あ

1
刀
e

特
伎
の
検
討
を
試
み
ず
、

L
か

J

な
が
ら
、
刊
渋
勾
内
川
提
〆
ヘ
品
三
、
い
る
当
時
の
民
間
I

、裁叶什

T
絞
・

の
検
討
が
不
一
万
な
ま
ま

は
決
文
で
記
述
さ

れ
て
い
る
事
尖
と
/
て
れ
に
基
づ
く
附
片
的
主
紛
争
解
汲
汲
科
の
叙
述
か
ら
の
、

い
さ
3
4
J
ぷ
主
的
公
詐
測
に
と
ど
ま
ら

3
る
を
況
な
い

川
何
日
一
に
止
ま
ヮ
て
い
る
そ
う
し
た
恨
界
を
承
知
力
上
で
あ
え

C
指
摘
す
れ
ば
、
こ
こ
ご
L

円
一
名
の
代
人
た

ち
は
、
そ
の
円
相
す
る
地
戒
の
人
び
と
t
t

の
胡
わ
り
に
お
い
亡
、
そ
れ
ぞ
れ
符
慨
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
n

ぷ
賀
県
の
大
斥
及
ヴ
そ

の
一
戸
て
中
で
少
熊
の
代
げ
に
ヰ
唱
ト
レ
ハ
ボ
ト
作
に
川
氏
人
あ
る
い
は
渋
持
と
し
つ
多
く
渇
与
す
る

A
凶
は
中
」
持
の
名
地
ト
刀
の
司
ル
…
状
況
を
ね
察
し
て
ま

と
め
ら
れ
た

=
H
l

代
壬
円

n

と
い
う
止
」
に
近
い
あ
り
方
が

℃
地
方
巡
察
使
い
似
ム
叩
宝
田

に
見
円
れ
る
代
へ
段
、
日
刈
医
の
桁
指
す
る
「

J

推
測
き
れ
る

f

そ
れ
に
対
L

C
民
都
市
部
中
一
一
に
市
供
、
ず
る
ず
院
は
問
U
i
J
L
Lに
半
件
数
と
で
件
の
多
様
さ
に
沿
い
て

A
怖
と
は
淑
を

回
し
亡
、
ぜ
る

k
町
ノ
ゐ
こ
と
が
じ
き
る

y
mは

J

八
阪
府

F
山
市
川
の
さ
ら
に
段
、
v

地
械
の
村
長
内
の
人
的
関
係
お
る
い
以
判
拾
い
恨
さ

卜!;J;'-.'c可期J"(手判決ぬ京;あバコれ行代人

Y

J

と
日
助
手
々

ν
て
い
る
よ
ろ
に
忌
わ
札
る

ぞ
う
1

〆
た
引
件
処
坪
の
な
か
む
、

一
一
両
代
マ
的
な
自
主
い
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、

H 

F
W品
、

F
m川
は
免
許
代
z
h

人
と
対
等
に
波
り
ん
い
え
る
ま
で
の
技
最
九
K
Mあ
る
い
は
長
駄
を
芸
粒
〆
て
L
い
た
よ
う
で
為
る
こ

十
一
に
出
べ
f

て
つ
三
限
界
?
っ
、
攻
在
は
こ
の
よ
う
な
推
測
子
述
べ
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
f
d
い
が
、
前
彼
仁
、
今
僚
の
諜
以
ど

L

亡
、
次

て
お
こ
、
つ
(

明
治
後
j
期
に
お
い
て
も
「
非
、
刀
“
一
市
こ
ー
こ
し
亡
の
ポ
幻
J
M
確
認
で

F
y心
者
が
こ
れ
込
コ
一
名
以
外
に

一
C
人
凡
上
硲
一
J
A
P一
れ
て
お
り
〈
町
一
杭
hAJ
沼
山
〉
、
そ
れ
い
つ
の
心
者
問
弁
さ
ム

る
こ
L

、
川
時
打
入
の
免
副
代
一
言
人
の
事
件
一
又
汗
状

況
y
p

内
量
的
さ
ら
ド
は
質
崎
必
比
較
を
む
ろ
一
と
、
本
備
で
慎
到
し
た
川
明
治
前
問
民
ポ
判
久
原
本
に
い
中
h
J
れ
た
代
人
内
法
廷
じ
の
尚
三

チ"r 

へ
九
JJ一
守
民
事
訴
訟
法
杭
史
以
峰
の
判
従
防
本
ー
十
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
:
か
を
検
討
づ
ず
る
こ
と
を
考
χ
て
い
る
。

{1~

一トん灯、
C
J
I
代
の
尚
賀
県
域
を
時
村
と
l
て
」
法
と
政
川
ハ
一

L

、
一
行
一
九
1
、

川
町
治
よ
大
作
明
示
滋
地
域
い
お
け
ふ
弁
長
こ
弁
凶
行
E
l

い
れ
近
代
日
本
の
地
域
社
会
と

h
議
一
阪
大
v…叫

f

ハ三

指
一
硝

近
代
U
J
の
崎
町
ド
ヘ
ム
と
弁
護

取人法羊) fi3 (:-;.~ -- "，1 ;)li 1 C乙り1:-;，:1、



汁
1
4
附

フ

羽
市
民
肢
に
一
一
京
都
人
主
持
地
ト
宝
批
判
所
有
議
二
会
が
検
字
句
内
件
引
に
か
つ
て
ま
戎

L

一HEA惑
い
U

E

(

「
モ
グ
!
「
一
一
円
一
を

あ
ら
か
じ
め
弁
夜
f
jえ
が
作

Y

Jー
も
諒
に
指
正
一
、
ふ
っ
ー
に
人
物
を
宇
持
州
の
事
務
「
H
と
レ
て
刊
刊
誌
山
中
務
に
史
川
市
レ
ナ
4

い
、
あ
る

L
は
一
刊

4 

こ
の
円
い
つ
い

fu、
橋
大
誠

訟
の
紹
介
を

2
け
な
い
こ
と
ト
y
γ
υ
ν

た
制
川
氏

J

拙
稿
刈
伺
L
平

戸

l

一
九
問
)

マ

ニ

一

L

一
円
以
1

参
照
。

凶 11
慌の人
円午に
本-;i- .~) 
主照い
イ〆 C
j;j庁 J二
点、
ソし

ヒ約
〆 マド
タ 戒

と己

二事
] おJ
円 t於
:;¥ ，;( 

ト本
寺テ
!-!q 

々

ス

指
一
硝
削
指
注
へ

i
J

へ
一
)

品
格
山
唱
J
A一
は
(

情
ー
ヰ
出
弔
河
口
{

F

J

)

論
文
民
わ
日

J

r、

ヘヘ/ヘ

1川;) S 
}タ

lli' 
林
ロ
ポ
乙
↓

在
Tl' 

ふ一広耐
H

一

社
A 

地
伐
去十
J¥ 
"、

1コに

i十
ヌ

J 、 1~':
七子十

主三

ハ、ハ一ア
T
J
1
9日

九
八
、

J

ん引一

法
政
研
究
一
川

大
手
記
法
定
に
お
け
る
代
言
人
・
代
人

出

ノ、

w 

「
明
治
y

引
明
の
民
事
訴
叫
い
い
ね
け
る

ノ

、
=

f

i

 

l
¥
f
~
r
r
 

川
市
必
べ
υ

則
の
一
非
行
f
m

」
に
f

い
て
は
、

こ
れ
ら
の
記
ち
は
、
前
山
古

μ

ー
よ
長
刊
の
一

出
シ
入
』
札
れ
ん
い
り

(
日
~
柄
本
壮
一
帰
主
(
一
三
而
十
へ
ヘ
ロ
ー

(
ロ
」
こ
れ
ら
は
、

IK古
川
政
同
刀
精
工
作
ノ
ヘ
旧

ご
お
り
、

卒
1
1
ん
引

M
T
U一訂以は

叶
九
代
一
円
』

イ
リ
「
別
ム
川
町
以
事
故
刊
の
沼
代
化
』
東
北
人
手
出
版
会

+
荷
台
、
よ

J

て
は
渇
載
に
逗
さ
な
い
恒
人
百
設
が
色
ま
れ
る
た
め
ー

つ
円
相
抗

!/E、
通
し
し
い
る
の
と
、
川
ム
川
長
半
則
の
か
れ
ら
の
経
止
に
つ
い
一
f
λ
m
J
ょ
っ
、
り
も
悲
/

川
円
パ
々
付

ρ
い山1
J

J

に
ハ

L
G

九
年
明
市
/
年
凶
行
逃
川
市
川
伎
復
九
州
沖

昔一
j

肘、

九
九
コ
・
八
一
半
で
拘
J
Y

之
内

だ
引
い
て
は
佼

上

者
約
金
引
を
に
て
目
、
〕
た
ま
え
、

伺
山
川
人
科
中
内
町
一
↓
一
寸
人
代
書
人
記
事
一
い
つ
い
て
は
杭
ネ
前
市
川
1
(
1
〕
μ
同代川一

部
第
一
草
木
巴
に
叫
坦
己
れ
一
、
い
る
、

民
事
事
刊
に
つ
い
て
の
引
況
の
報
い
部
分
に
コ
い
て
ば
、
到
守
公
主
吉
結
ア
ン
ア
zmu
史
資
料
M
」

J

タ
!
の

ウ
了
〆
サ
ィ
、
で
公

M
t
れ
と
い
る

(
Z
Y
¥
¥場
長
〆
4
z
n
告
を
世
¥
司
史
料
L4
参

M
Lた

ヘ
山
一
川
町
リ
一
山
l

ハ
ヰ
抗
力
巡
察
使
授
ヘ
印
川
吾
「
」

A
八
浮
始
審
救
出
dFJ
」
ー
一
同
一
応
事
」
の
攻
目
も
一
月
七
広
い
ン
回
一
づ
?
ザ
ア
昨
主
主
和
七
〆
タ
サ
~

一
ん
止
さ
ω(、
問
主
活
〈
)ο
、
公

j

支
出
町
緑
地

h
出
場
r

枯
渇
1

ん州
μ
問
。
川
市
九
年
弘
司
』
巻
目
一
泊
一
ー
ハ
守
主
い
よ
げ
八
F
U
J
A
4
F
h」
)

J
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ヘ
日
一
川
町
山
ハ
咋
地
な
鳩
山
間
示
前
一
保
ム
エ
円
」
一
盛
岡
知
一
群
萩
判
所
」

E
Fい
〆
同
へ
ア
/

7

h

w
川
史
資
料
セ
ン
タ
?
」

H
F
K五
三
日
)
主
叶
(
一
一
一
、
公
正
別

口
問
地
i
江
川
♂
察
山
北
海
人
川
#
明
治

i
六
伝
。
仇
ニ
為
市
叶
r-

旧
li
六
年
一
止
す
ヘ
ヘ
丈
h

ア件、一

(
一
三
杯
肘
リ
ロ
持
注
一
ヘ
リ
)
論
文
、
一
川
封
書
出

f

(
日
町
一
株
向
、
寄
今
子
紛
字
解
決
制
芯
恥
或
川
川
ア
叫
に
お
け
る
尚
mV4
訪
問
問
的
役
訓
」
に
州
大

u
f凶
了
、
八
、
ー
パ
九
仁
年
、
ー
し
七
一
頁
日
て
~
万
円
N
Z

(
口
」
杭
肖
ベ
買
エ
J

-

恥
ム
旧
正

H
本
・
除
問
肘
山
別
院
に
点
ら
わ
め
と
紛
ム
ヅ
恥
ム
院
の
守
山
臥
L

川
什
臼
彦
一
知
著
ヨ
川
i
h

の
近
代
〕
可
一
平
副
H

号
、
一
ハ
〆

A-

六
υ
円
以

F4AJ日
付
!
〆
ト
訪
問
川
日
比
に
つ
い
て
は
伺
え
の
川
町
究
主
宰
問
、
し
た
吋

へ
刊
日
)
材
引
山
市
、
一
日
一
口

J

論

文

、

五

λ
U円
以
卜
安
問

日

梓

日

間

作

ru、
拍
士
、
一
」
ア
桂
川

(
刊
で
円
石
部
ー
ヵ
昭
二
旧
政
再
制
院
制
肢
の
粁
済
宅
上
の
役
割
」
神
山
J

引十八
J
了
間
科
論
会
ニ

C

一、

J
A

丸
何
年
六
戸
hJ
以

に

1

4

h

去
の
性

以
来
一
を
析
で
貸
八
刑
収
じ
叩
市
ん
す
る
「
山
知
識
を
独
山
川
H
1
〆
な
が
ら
ん
主
R
M収
を
わ
う
人
物
の
杭
介
が
あ
る
戸
、
ヘ
川
も
貸
主
乏
一
九
J
h
J
J
A
一ソハー

い
も
の
か
も
'
ご
パ
な
い
ハ

ヘ
幻
~
土
忠
の

J
R
百
六
〆
一
事
件
に
つ
い
て
は
、
収
川
一
の
安
全
と
目
的
川
れ
や
し
の
汁
の
せ
め
ぎ
〈

v
の
南
い
で
こ
の
時
刻
の
へ
終
出
判
別
が
夜
開
I

亡
、
け
る
点
に
つ
い
て
、
'
丘
町
達
雄
一
1
4

抗
の
巨
畏
」
に
問
L
9
J
d
大
い
掃
除
町
民
」

1
ほ
作
也

-
H
h
-
h
正
司
二
桁
木
誠
一

e

二
政
法
弘
4

九
入
野
達

川
「
近
代
円
木
、
お
円
ゐ
七
八
円
安
勤
乙
川
町
同
g
Z
H芹山、

/
U

ハ
¥
~
九

i

寺
山
一

5

4
事
件
以
押
誌
を
よ
め
L
宇
刊
2
の
任
ん
か
」
交
け
て
の
も
の
村
と
宝
わ
れ
る
が
、
こ
の
山
t

に
つ
い
己
目
別
!
主
力
い
円
一
記
を
安
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